BIS論壇　No.122『2050年の技術とマッキンゼーが予測する未来』中川十郎

　英エコノミスト編集部が出版した「2050年の技術」英エコノミスト誌は予測するーと「マッキンゼーが予測する未来」近未来のビジネスは4つの力に支配されているーをゴールデンウイークの休みに一読した。未来予測に有益ゆえ参考までに下記要約する。 
　エコノミスト誌は破壊的な大規模な技術の変化「メガテック」時代が訪れるとみている。

2012年の「2050年の世界」では「メガチェンジ」を予測したが、今回は2050年を形づくる対象をテクノロジーに絞り込んでいる。なかでもバーチャルリアリテイ、自動運転車、民間の宇宙飛行、それに遺伝子編集の4つのプラットフォームが加速化すると展望。しかし懸念は核戦争、生態系の崩壊、人工知能（AI）戦争の危険性があると予測している。　

　将来性あるバイオエンジニアリングでは生命をささえる構成要素が解明され、人間の脳をインターネットに接続。使い古した臓器を新たなものに交換することも可能になるとみている。かくして自然界にあるものなら大抵作れてしまう。それにより激変する産業の食品や製薬などが出現する。３Dチップ、量子コンピューター、クラウドの大規模なデーター処理能力の組み合わせでコンピュテイング革命は継続する。シリコンバレーはAIによる新たな革命を経験する。さらに精緻な遺伝子編集ツールを活用し、植物の光合成を促進し、穀物の成長を早め、劇的に収穫量を伸ばす技術が出現し、2050年の世界人口100億人を養えると楽観的な見方をしている。医療分野では特定の細胞を狙い撃ちにする標的療法が医薬品開発の主流となる。エネルギー産業分野では太陽光と風力を中心とする再生エネルギーが急速に増加し、電池技術の大幅な進歩がそれに寄与すると予測。「破砕」技術で新たな石油やガス資源により、将来はエネルギーの余剰も見込まれると予測。情報は一段とわれわれの身体に迫り、データーの量が増え、内側にまで入りこんでくるとみられる。ビッグデーターの活用で医師、教師、弁護士などは働き方を変え、新たなスキルを習得する必要がある。デジタル革命でスマートフォンは健康から農業、金融まで計り知れない変化をもたらす。かかる環境下、成功する企業は本質的な適応力を備えた組織だ。2050年のメガテックの世界を形作るのは政府の決定、企業の戦略、個人の選択でもある。メガテックの恩恵を最大限に引き出せるかは、われわれ一人、ひとりにかかっていると結論付けている。

　　一方、マッキンゼーの予測では21世紀は国や国家の命運が一夜にして予想だにしない成り行きで、興隆したり、衰亡したりする時代だ。2015年11月30日、米国では29.8億ドルとオンラインショッピングで最大の記録を打ち立てた。かたや2015年11月11日、中国のアリババは143億ドルの最高記録を打ち立てた。2013年に米エネルギ‐局はシェールオイルの採掘に水圧破砕法のクラッキング製法採用で世界最大のエネルギー生産国ロシアを凌駕するとの予測を出した。マッキンゼーはこれらの背景に4つの強大で破壊的な力があるとみている。一つは経済活動とダイナミズムの重心となる場所の移動だ。移動先は中国のような新興国市場であり、市場の中の都市である。世界経済の勢力均衡の重心はかってないスピードで東南に移動している。フォーチュン500社の95%は2000年までは本社は先進工業国にあった。しかし202５年までには中国に本社を置く企業が欧米に本社を置く企業よりも多くなると予測。さらに2025年までに世界経済の成長の70％は新興国による。2010年から2025年に世界のGDPの成長の半分が新興国の440都市によって生み出されると予測している。これらにはインドのムンバイ、中近東のドバイ、中国の上海、天津、台湾の新竹、ブラジルのサンパウロ、サンタカタリナ州などが含まれる。

　　第2の破壊力はテクノロジー・インパクトである。技術の発展がその範囲、規模、経済的インパクトにおいて、加速し、増大することだ。印刷機から蒸気機関、インターネットなど新技術は現状を覆す巨大な力になってきた。現在はどこにでも新技術が存在し、しかも変化のスピードが速いことだ。技術革新と社会への普及のスピードがし指数関数的スピードで成長しつつある。アイポッドは5000万人のユーザーを取得するのに5年。スカイプの普及には２年しかかからなかった。かくして消費者も企業も未曾有の情報を手中にできるようになっている。あらたなビジネスモデルが技術発展により高い能力を得て増殖していく。簡便な機器、即時のコミュニケーション、そして際限がないと思われる情報入手の黄金時代が訪れつつある。今日世界人口の3分の2が携帯電話を使い、3分の1の人たちがインターネットでコミュニケーションを行っている。技術の事業への適用と技術革新の激烈な速度により企業のライフサイクルは短くなってきており、企業経営者は素早い意思決定と経営資源の投入をおこなわざるを得ない時代が到来しているのだ。

　地球規模の老化。世界を変える第3の力は人口動態の変化である。出生率が世界的に低下し、世界人口が劇的に老化してきている。日本とロシアでは人口が減少に転じている。中国や南米でも人口減少が始まる予兆がある。労働人口の減少は経済成長を維持するのに生産性向上が不可欠となる。さらに増加する高齢者の介護は政府に対して厳しい財政負担を齎すことになる。これはすでに高齢化がや南米でも人口減少が始まる予兆がある。労働人口の減少は経済成長を維持するのに生産性向上が不可欠となる。さらに増加する高齢者の介護は政府に対して厳しい財政負担を齎すことになる。これはすでに高齢化が世界一の

スピードで進みつつある日本で問題化しつつある。

　最後の破壊的な力は「流れ」すなはち「フロウ」の高まりだ。貿易、資本、人々それに情報の移動を通じ世界が相互に結合する度合いが急速に高まっていることだ。世界貿易システムが拡大し、これまでのヨ－ロッパと北米のハブで行われていた貿易が蜘蛛巣状に変容している。アジアが世界最大の貿易圏となりつつある。南南貿易は過去10年で2倍に拡大し、中国とアフリカの貿易は2000年の90億ドルから12年に2100億ドルと25倍近くに激増している。一方、マイクロ多国籍企業たるアマゾンやアリババのネット上のデジタル売買システムは世界経済の成長に大きな影響を与えている。

　以上の4つの破壊的な力が世界経済のパターンを破壊しつつある。それは之までの直観的な意思決定に劇的な変化を与えているということである。しかも新興諸国の膨大な中流層消費者が世界経済をけん引しつつある。世界経済を変えてきている破壊的な力に対してこれまでの思考、直観力のリセットを行い、激変する21世紀の行く末を見つめ、変化に対して迅速な対応と曇りない視力を獲得することが私達を成功に導くと結論付けている。
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